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新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
日
本
大

会
に
お
い
て
全
国
総
合
６
位
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

生
ロ
ボ
コ
ン
代
表
選
考
会
へ
の
出
場
や
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
コ
ン
テ
ス
ト
（
電
信
電
話

部
門
マ
ル
チ
オ
ペ
２
波
種
目
）
全
国
１
位

等
、
学
生
の
活
躍
が
形
と
な
る
１
年
で
し

た
。
学
生
主
体
の
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
が

目
に
見
え
る
成
果
と
し
て
実
を
結
び
つ
つ

あ
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
や
白

岡
市
及
び
福
島
県
楢
葉
町
と
の
包
括
連
携

協
定
の
他
、
宮
代
町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
実
現
の
た
め
の
覚
書
を
締
結
す
る

等
、
地
域
・
社
会
と
の
連
携
強
化
を
推
進

し
ま
し
た
。

　

教
育
・
研
究
面
で
は
、
昨
年
４
月
「
ス

マ
ー
ト
農
業
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
地

域
課
題
の
解
決
を
推
進
し
ま
し
た
。
農
業

と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
融
合
し
、
ド
ロ
ー
ン

技
術
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
掛
け
合
わ

せ
「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
農
作
業
の
省

力
化
等
」
を
推
進
す
る
点
が
本
セ
ン
タ
ー

の
強
み
で
す
。
先
端
技
術
が
農
作
業
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の
「
担
い
手

不
足
解
消
」
に
繋
げ
る
こ
と
も
研
究
目
標

の
一
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
教
育
的
な
側

面
で
は
、
学
生
が
農
地
に
赴
き
生
産
者
と

協
働
し
て
、
工
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
課

題
解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
も
重
視
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
大
連
携
の
面
で
は
、
昨
年
５

月
「
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
杉
戸
高
等
学
校
や

草
加
南
高
等
学
校
等
の
「
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
認
定
校
」
に
お
け
る
情
報
教
育
等

を
支
援
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
の
「
埼
玉

県
教
育
委
員
会
と
の
包
括
連
携
協
定
締

結
」
は
、
県
内
の
理
系
人
材
や
産
業
人
材

の
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
連
携
協
力
を
足
掛
か
り

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
内
普
通
科
高
校

等
と
の
関
係
強
化
を
図
り
、
結
果
と
し
て

安
定
的
な
学
生
確
保
に
も
繋
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
は
、
学
生
が

成
長
す
る
ス
テ
ー
ジ
を
創
り
出
す
こ
と
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
実
社
会
の
課
題
に
直
面

し
、
創
意
・
工
夫
を
す
る
こ
と
で
学
生
は

飛
躍
的
に
成
長
し
ま
す
。
学
長
任
期
２
年

目
を
迎
え
、
本
年
も
様
々
な
改
革
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
教
職
員
と

と
も
に
目
標
達
成
に
向
け
て
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

地
域・社
会
が
学
生
を
育
む

　

２
０
２
５
年
が
明
け
ま
し
た
。
昨
年
元

日
に
発
災
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年

が
経
ち
ま
す
。
１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

頻
発
す
る
自
然
災
害
と
厳
し
い
状
況
下

に
あ
る
世
界
の
動
向
は
、
同
時
に
科
学
技

術
と
人
・
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
私

た
ち
に
多
く
の
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
ま

す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
探
究
す
る
私
た
ち

に
お
い
て
も
、
欠
か
せ
な
い
視
点
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
年
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
、
そ
し
て

東
京
・
静
岡
・
福
島
で
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
万
博
は
未
来
社
会
の

実
験
場
を
謳
う
と
と
も
に
、
あ
る
パ
ビ
リ

オ
ン
を
担
う
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
巨
大

な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
手
に
入
れ
た
人
間
の

責
任
と
し
て
未
来
を
考
え
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
き
こ
え
な
い
・

き
こ
え
に
く
い
ア
ス
リ
ー
ト
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
す
。
幅
広
い
人
々
が
観
戦
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
競
技
中
の
音
声
を
文
字
化

す
る
技
術
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
卓
球

な
ら
カ
コ
ン
と
い
う
ボ
ー
ル
の
音
や
パ
チ

パ
チ
と
い
う
拍
手
の
音
を
テ
レ
ビ
や
モ
ニ

タ
ー
画
面
に
文
字
で
表
示
し
て
、
み
ん
な

で
盛
り
上
が
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

技
術
は
、
そ
れ
が
活
か
さ
れ
る
場
面
へ

の
眼
差
し
と
気
づ
き
が
あ
っ
て
こ
そ
人
々

に
受
け
入
れ
ら
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
発

の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
。
近
年
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
目
的
地
へ
の
ル
ー
ト
を
案
内
す
る
タ
イ

プ
も
あ
る
ほ
か
、
ペ
ル
ー
で
は
ブ
ロ
ッ
ク

の
縦
棒
と
横
棒
の
形
で
、
病
院
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
食
料
品
店
な
ど
、
そ
こ
に
あ
る
建

物
が
何
か
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
が
登
場

し
ま
し
た
。開
発
し
た
セ
メ
ン
ト
会
社
は
、

こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と

し
、
世
界
中
の
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
工
業
大
学
は
、
理
論
と
実
践
を
両

輪
と
し
、
現
場
を
重
視
す
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
長
年
培
い
、
も
の
づ
く
り
の
ス
ピ

リ
ッ
ツ
を
育
み
、
産
業
界
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
農
業
分
野

に
も
広
が
っ
て
、
埼
玉
県
な
ど
自
治
体
か

ら
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
、
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
か
ら
地
域
へ
、
世
界

へ
。
今
年
は
、
ど
ん
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

日
工
大
発
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
も
の
づ
く

り
が
展
開
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

人
間
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

学 長
竹内 貞雄

理事長
柳澤 章

　

10
月
28
日
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
の
ガ
ー
ズ
ィ
ー
・

ビ
ン
ザ
グ
ル
駐
日
大
使
が
関
係
者
と
と
も
に
埼
玉
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
学
内
施
設
を
見
学
。
柳
澤
章
理
事
長
、
竹

内
貞
雄
学
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

一
行
は
最
初
に
建
築
学
科
の
西
本
真
一
研
究
室
を
訪

問
。
西
本
教
授
は
２
０
１
９
年
よ
り
同
国
の
遺
跡
調
査
・

研
究
に
携
わ
り
、
文
化
遺
産
の
保
護
に
協
力
し
て
き
た
。

大
使
は
こ
う
し
た
功
績
に
対
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
や
今
後
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。
そ
の
後
、
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、

工
業
技
術
博
物
館
を
訪
れ
、
担
当
教
員
か
ら
説
明
を
聞
き

な
が
ら
見
学
し
た
。

　

続
い
て
一
行
は
柳
澤
理
事
長
、竹
内
学
長
と
面
会
し
た
。

柳
澤
理
事
長
は
来
学
を
歓
迎
し
「
本
学
で
は
貴
国
か
ら
の

留
学
生
受
け
入
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
実
績
が
あ

り
、
強
い
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
。
西
本
教
授
と
進
め
て

い
る
取
り
組
み
が
実
を
結
ぶ
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
」
と

挨
拶
し
た
。

　

竹
内
学
長
は
、
我
が
国
と
同
国
と
70
年
に
及
ぶ
歴
史
を

振
り
返
っ
た
う
え
で
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
優
秀
な
留
学

生
を
送
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
本
学
の
研
究
を

通
じ
て
貴
国
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
嬉
し
い
。

こ
う
し
た
交
流
が
両
国
の
発
展
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
ビ
ン
ザ
グ
ル
大
使
は
「
今
後
も
両
国
の
関

係
が
一
層
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
学
術
分
野
に
お
け
る
人
材
交
流
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
共
に
課
題
を
克
服
し
、
両
国
の
夢
を
実
現
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
期
待
し
た
。

日本工業大学　専門職大学院（大学院技術経営研究科技術経営専攻）
中小企業経営コース／事業創業コース／中小企業診断コース

働きながら学べる専門職大学院　第21期生　募集！
■2025年度　専門職大学院　入試日程

試験日 合格発表 入学手続締切日
第3回募集 3月10日

願書のご請求およびお問い合せ先：
〒101-0051東京都千代田区神田神保町2-5 日本工業大学　専門職大学院

出願期間

TEL：03-3511-7591 FAX：03-3511-7594 メール：mot@kanda.nit.ac.jp

2月23日 2月28日2月3日～2月10日

大学院生募集（日本工業大学大学院　一般入学試験・社会人特別選抜）
本学で先端技術研究の取り組みを！

◆大学院工学研究科
　博士前期課程・博士後期課程　　＊環境共生システム学専攻　　　＊機械システム工学専攻 

＊電子情報メディア工学専攻　　＊建築デザイン学専攻
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お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL　0480-33-7507　E-mail：kyomu@nit.ac.jp

日程

出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集 2月3日〜2月7日 2月13日 2月28日 3月6日

日本工業大学 学部 2025年度入試日程
［基幹工学部］機械工学科/電気情報工学科/環境生命化学科　［先進工学部］ロボティクス学科/情報メディア工学科/データサイエンス学科　［建築学部］建築学科（建築コース／生活環境デザインコース）

入試種別 日　　　　程

総合型選抜
（活動アピール型）

第2期

出願期間 1/ 7（火）〜1/20（月）Web受付開始12/16（月）
試験日と試験会場 1/30（木）埼玉キャンパス
合格発表日 2/ 5（水）

一般選抜

一般選抜A 一般選抜B
出願期間 1/ 7（火）〜1/21（火）Web受付開始12/16（月） 2/ 3（月）〜2/13（木）Web受付開始1/27（月）

試験日と試験会場
1/29（水）
埼玉キャンパス、仙台、水戸、宇都宮、高崎、柏、千葉、池袋
1/30（木）埼玉キャンパス

2/18（火）
埼玉キャンパス、柏、池袋

合格発表日 2/ 5（水） 2/26（水）

一般選抜
英語外部試験利用

出願期間 2/ 3（月）〜2/13（木）Web受付開始1/27（月）
試験日と試験会場 2/18（火）埼玉キャンパス、柏、池袋
合格発表日 2/26（水）

3月入試
出願期間 2/17（月）〜3/ 3（月）Web受付開始2/10（月）
試験日と試験会場 3/ 8（土）埼玉キャンパス
合格発表日 3/14（金）

共通テスト利用

共通テスト利用A 共通テスト利用B 共通テスト利用C

出願期間 1/7（火）〜2/5（水）
Web受付開始12/16（月）

2/3（月）〜2/13（木）
Web受付開始1/27（月）

2/17（月）〜3/5（水）
Web受付開始2/10（月）

大学入学共通テスト実施日 1/18（土）・19（日）※本学での個別学力試験等は実施いたしません
合格発表日 2/14（金） 2/26（水） 3/14（金）

外国人留学生入試

第2期 第3期
出願期間 1/ 7（火）〜1/20（月）Web受付開始12/16（月） 2/10（月）〜2/27（木）Web受付開始2/3（月）
試験日と試験会場 1/30（木）埼玉キャンパス 3/ 8（土）埼玉キャンパス
合格発表日 2/ 5（水） 3/14（金）

（左より）柳澤理事長、ビンザグル大使、竹内学長

サ
ウ
ジ
駐
日
大
使

施
設
を
見
学
、表
敬
訪
問
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ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
完
成
を
報
告

特
別
講
演
会
を
開
催

旧
友
・
恩
師
と
再
会

ク
」
の
完
成
を
報
告
し
「
こ

の
中
に
、
本
学
に
お
け
る
安

全
教
育
の
内
容
が
全
て
網
羅

さ
れ
て
い
る
。
各
学

科
や
施
設
で
取
り
組

ん
で
い
る
安
全
教
育

の
内
容
を
整
理
し
、

学
内
外
に
明
確
に
示

す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
発

行
目
的
を
説
明
し

た
。

　

続
い
て
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ

Ｄ
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
河
合
潤
氏

が
登
壇
し
「
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
考
え
る
リ
ス
ク
と
安
全

対
策
～
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

を
正
し
く
知
る
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
っ
た
。
河
合
氏

は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に

は
大
別
し
て
う
っ
か
り
ミ
ス

に
よ
る
『
偶
発
型
』、
意
図

的
に
行
う
『
違
反
型
』
の
２

タ
イ
プ
が
あ
り
、
予
防
方
法

も
異
な
っ
て
く
る
」
と
し
て

対
応
方
法
を
解
説
。
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
を
体
験
す
る
た

め
の
動
画
や
数
字
を
使
っ
た

ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

事
故
は
、
起
こ
し
た
本
人

だ
け
に
原
因
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
複
数
の
背
景
要
因
が

絡
ん
で
い
る
。
要
因
と
は
道

具
や
設
備
な
ど
の
「
ハ
ー

ド
」、
上
司
や
同
僚
な
ど
の

「
他
の
人
」、
ル
ー
ル
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
「
ソ
フ

ト
」、
照
明
や
騒
音
な
ど
の

「
環
境
」、
制
度
や
体
制
な
ど

の
「
管
理
」
で
あ
る
。
河
合

氏
は
「
み
ん
な
で
優
先
順
位

を
決
め
て
対
策
を
立
て
、
そ

の
遵
守
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
。
そ
れ
が
リ
ス

ク
軽
減
、
安
全
性
向
上
に
繋

が
る
」
と
ま
と
め
た
。

　

最
後
に
安
全
教
育
検
討
部

会
の
二
ノ
宮
進
一
教
授
が
教

職
員
に
対
し
、
何
よ
り
も
学

生
と
教
職
員
の
安
全
、
安
心

が
第
一
で
あ
る
と
強
調
し

「
最
近
の
学
生
は
何
事
も
経

験
を
す
る
機
会
が
少
な
い
。

大
学
は
学
生
に
経
験
を
さ
せ

る
場
で
あ
り
、
様
々
な
経
験

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
想

像
力
や
予
測
す
る
能
力
を
育

ん
で
ほ
し
い
」
と
求
め
た
。

　

10
月
26
日
、
本
学
主
催
、

工
友
会
協
賛
の
第
21
回
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
ダ
イ
ニ

ン
グ
ホ
ー
ル
（
学
生
食
堂
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
卒
業
生
１
７
７

名
、
現
職
・
退
職
教
職
員
54

名
が
参
加
。
同
伴
者
な
ど
を

含
め
る
と
参
加
総
数
は
約
３

０
０
名
で
あ
っ
た
。

　

開
会
宣
言
に
続
き
柳
澤
理

事
長
、
竹
内
学
長
が
挨
拶
に

立
ち
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

祝
っ
た
後
、
恒
例
の
参
加
者

全
員
に
よ
る
写
真
撮
影
が
行

わ
れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
本
学
吹
奏
楽

団
に
よ
る
心
和
む
演
奏
の

中
、
参
加
者
が
会
食

を
楽
し
み
な
が
ら
、

恩
師
や
旧
友
と
交
流

す
る
様
子
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
今
年
度
の

工
友
会
奨
学
金
受
給

者
９
名
が
土
井
会
長

か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員

で
校
歌
を
合
唱
し
閉

会
と
な
っ
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
竹
内
学

長
が
学
生
・
教
職
員
向
け
の

「
安
全
・
安
心
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　

本
学
は
安
全
教
育
の
推
進
を
全
学
的
に
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
11
月
６
日
を
「
安

全
教
育
の
日
」
と
定
め
、
教
職
員
の
意
識
向
上
に
努
め
て
い
る
。
今
年
度
は
11
月
７
日
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
の
講
師
を
招
き
、
全
教
職
員
対
象
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

安
全
教
育
の
日講師の河合氏

懇親会の様子

今
年
の
目
標
を
実
現
し
よ
う
！

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授
　
　
　

萬
代 

憲
司

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
天

災
、
戦
争
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
／
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

主
要
国
の
リ
ー
ダ
ー
交
代
な

ど
、
多
く
の
出
来
事
が
起
こ

っ
た
１
年
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
我
々
に
喜
び
、
驚
き
と

ワ
ク
ワ
ク
感
を
与
え
て
い
た

の
は
、
大
谷
翔
平
選
手
の
活

躍
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
年
初
の
結
婚
発
表
か
ら

始
ま
り
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
へ
の

移
籍
、
50
―
50
達
成
、
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
制
覇
、
３
度

目
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
な
ど
、
１
年
を

通
じ
て
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を

届
け
て
く
れ
た
。

　

大
谷
選
手
が
17
歳
の
時
に

70
歳
ま
で
の
「
人
生
設
計
ノ

ー
ト
」
を
作
成
し
た
の
は
有

名
な
話
で
あ
る
。
実
際
に
、

現
在
の
年
齢
で
あ
る
30
歳
ま

で
の
ノ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た

内
容
の
多
く
を
実
現
し
て
い

る
の
は
素
晴
ら
し
い
。
そ
の

実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
の

が
、
大
谷
選
手
に
よ
っ
て
有

名
に
な
っ
た
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ

ー
ト
と
彼
自
身
の
努
力
で
あ

る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

脳
科
学
に
よ
る
と
、
脳
は

思
考
を
肯
定
化
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
成
功
す
る
と
思

考
す
れ
ば
成
功
す
る
し
、
失

敗
す
る
と
思
考
す
れ
ば
失
敗

す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
」

と
い
う
希
望
的
な
表
現
で
は

な
く
、「
こ
う
な
る
／
す
る
」

と
断
定
し
て
思
考
す
る
こ
と

に
よ
り
、
実
現
可
能
性
が
高

ま
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
実
現
す
る
目
標
を

明
確
に
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
ど
う
し
て
そ
の
目
標
が

自
分
に
と
っ
て
重
要
な
の
か

も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
例

え
ば
、「
車
を
買
う
」と
い
う

目
標
と
し
た
場
合
、
車
を
買

う
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な

く
、
自
由
な
移
動
範
囲
を
広

げ
て
旅
行
す
る
こ
と
が
本
当

の
目
的
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
す
る
と
、
車
を
購
入
す
る

だ
け
が
選
択
肢
で
は
な
く
、

レ
ン
タ
カ
ー
の
活
用
も
選
択

肢
と
な
り
、「
今
年
は
47
都

道
府
県
を
旅
行
す
る
」
の
方

が
今
年
の
目
標
に
な
る
。

　

目
標
が
決
ま
っ
て
、
そ
の

目
標
が
重
要
な
理
由
が
明
確

に
な
れ
ば
、
あ
と
は
実
現
す

る
方
法
を
考
え
て
試
行
錯
誤

し
て
い
く
だ
け
で
あ
る
。
そ

の
際
に
、
我
々
が
持
つ
思
考

の
枠
、
す
な
わ
ち
「
こ
れ
は

で
き
な
い
」
と
い
う
で
き
な

い
理
由
に
囚
わ
れ
ず
に
、
ど

う
し
た
ら
で
き
る
か
を
考
え

て
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

是
非
、
年
初
に
２
０
２
５

年
の
設
計
ノ
ー
ト
を
作
成

し
、
目
標
を
実
現
し
て
充
実

し
た
１
年
に
し
よ
う
。

中
林 

彩
登

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
長
　
就
任
挨
拶

学
生
自
治
会
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い

　

今
後
は
学
生
自
治
会
の
代
表
と
し

て
、
先
代
の
方
々
か
ら
引
き
継
い
だ
学

生
自
治
会
活
動
を
、
よ
り
盛
ん
で
充
実

し
た
も
の
に
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が

ら
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　

中
央
執
行
委
員
会
は
、
今
後
の
学
生

自
治
会
を
有
意
義
な
場
に
す
る
た
め

に
、
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に
耳
を

傾
け
、
学
生
の
動
き
・
考
え
に
関
心
を

も
ち
、
さ
ら
な
る
発
展
に
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
工
業
大

学
と
学
生
自
治
会
の
よ
り
一
層
の
繁
栄

を
祈
願
し
、
中
央
執
行
委
員
長
の
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆

様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
新
春
を
つ
つ
が
な
く
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
57
期
中
央
執
行
委
員
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
中
林
彩
登
と

申
し
ま
す
。
長
い
歴
史
を
持
つ
学
生
自

治
会
の
代
表
に
就
く
こ
と
と
な
り
、
非

常
に
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
責
任
の

重
大
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
私
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
に
は
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

基
幹
工
学
部
機
械
工
学
科
３
年

（
埼
玉
県
立
狭
山
工
業
高
等
学
校
卒
業
）

　10月26日・27日、第56回
若杉祭(大学祭)が埼玉キャン
パスにおいて開催された。
　今回のテーマは、四方八方
に轟く、盛大な若杉祭にした
いとの学生の思いから「万雷」
となった。
　飲食販売等の模擬店や展示、
体験イベント、毎年恒例「秋
のからっ風こんさぁと」、「声
優トークショー」などが催さ
れ、学内外問わず多くの来場
者で賑わった。また、２日目
のフィナーレには、打ち上げ
花火や抽選会が行われた。
　来場者数は約3,000名とな
り、テーマに相応しい盛り上
がりとなった。

　11月16日・17日に体育祭
が開催された。
　1日目は陸上競技場にてリ
レー・大縄跳びなど全4種目
の屋外スポーツ競技大会、2
日目は本館教室にてマリオカ
ートなど全2種目の｢e-sports
大会｣が実施された。
　課外活動団体を中心に、両
日合わせて150名程度の学生
が参加し、スポーツマンシッ
プに則った競技を心掛け、グ
ラウンドや教室で歓声を響か
せる熱戦を繰り広げた。
　両日とも秋晴れの下、参加
した多くの学生が充実した時
間を過ごし、参加者同士の交
流を深めることができた。

若杉祭　テーマ「万雷」

体育祭（屋外・e-sports）

メインステージで音楽サークルのライブを開催

各サークルは趣向を凝らした模擬店を出店

グラウンドで行われた屋外競技

大教室で行われたe-スポーツ

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

ガイドブックは全在学生に
配布される
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10
月
26
日
、
栃
木
市
の
小

学
生
と
保
護
者
34
名
が
来
学

し
、
も
の
づ
く
り
体
験
、
講

演
会
、
施
設
見
学
な
ど
を
通

し
て
科
学
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
た
。

　

も
の
づ
く
り
体
験
で
は
光

源
追
跡
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
浦
川

禎
之
教
授
と
学
生
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
は
ん
だ
ご
て

　

高
校
生
た
ち
が
チ
ー
ム
を

組
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達

成
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
ア

イ
デ
ア
を
提
案
す
る
コ
ン
テ

ス
ト
。
新
学
習
指
導
要
領
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
持
続
可

等
の
道
具
を
用
い
て
ロ
ボ
ッ

ト
キ
ッ
ト
を
製
作
し
た
。

　
「
ウ
ン
チ
と
お
し
っ
こ
は

ど
こ
へ
行
く
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
環
境
講
演
会
で

は
、
建
築
学
科
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
樋
口
佳
樹

教
授
か
ら
、
自
然
に
優
し
い

排
せ
つ
物
の
循
環
と
未
来
の

環
境
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

施
設
見
学
で
は
、
工
業
技

術
博
物
館
の
Ｓ
Ｌ
乗

車
体
験
と
箱
根
登
山

鉄
道
の
展
示
見
学
を

実
施
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
貴
重
な
体
験
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」

「
科
学
や
工
学
に
興

味
を
持
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
た
。

能
な
社
会
の
担
い
手
」
育
成

の
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
起
点

と
し
た
社
会
課
題
解
決
に
向

け
た
行
動
を
促
す
機
会
の
創

発
を
目
指
す
。
昨
年
度
は
全

国
19
エ
リ
ア
で
７
２
５
５
名

３
３
２
校
、
埼
玉
大

会
で
２
０
４
名
９
校

が
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
。
本
学
は
昨
年
度

か
ら
埼
玉
県
大
会
の

ゴ
ー
ル
ド
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
協
賛
し

て
お
り
、
３
月
10
日

の
最
終
審
査
で
は
日

本
工
業
大
学
賞
も
授

与
さ
れ
る
。

　

天
満
宮
奉
納
少
年
・
少
女

剣
道
大
会
が
、
11
月
２
日
に

本
学
武
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
大
会
に
は
、
例
年
参

加
し
て
い
る
地
元
の
宮
代
剣

友
会
、
杉
戸
西
剣
友
会
以
外

に
、
大
学
近
隣
の
二
つ
の
剣

友
会
を
初
め
て
招
待
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
冷
た
い
雨

の
降
る
肌
寒
い
天
気
で
あ
っ

た
が
、
少
年
・
少
女
剣
士
達

の
元
気
な
声
と
、
応
援
に
駆

け
付
け
た
多
く
の
保

護
者
達
の
熱
心
な
声

援
で
、
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

初
参
加
の
剣
友
会

も
あ
り
、
い
つ
も
の

大
会
と
は
一
味
違
っ

た
、
賑
や
か
さ
と
緊

張
感
が
溢
れ
る
充
実

し
た
大
会
と
な
っ

た
。

体
育
館
に

空
調
機
導
入

警
察
航
空
機
の
臨
時
発
着
場

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
合

意
し
た
。
災
害
発
生
時
の
人

命
救
助
、
総
合
交

通
対
策
、
重
大
事

件
や
事
故
発
生
時

の
捜
査
等
に
お
け

る
警
察
活
動
を
効

果
的
に
実
施
し
、

埼
玉
県
及
び
周
辺

自
治
体
に
お
け
る

安
全
と
秩
序
の
維

持
、
個
人
の
生
命

や
財
産
の
保
護
を

図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

10
月
26
日
、
竹
内
学
長
、

奥
冨
署
長
が
立
ち
合
う
中
、

警
察
航
空
機
（
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
）
の
野
球
場
へ
の
着
陸

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

実
施
さ
れ
た
。
こ
の
様
子
は

一
般
に
も
公
開
さ
れ
、
当
日

は
大
学
祭
の
開
催
期
間
中
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
多
く
の

学
生
や
近
隣
住
民
、
航
空

フ
ァ
ン
が
見
学
に
訪
れ
た
。

着
陸
後
に
は
機
体
の
見
学
や

写
真
撮
影
も
行
わ
れ
、
大
変

賑
わ
っ
て
い
た
。

　

本
学
と
同
署
は
引
き
続

き
、
正
式
な
協
定
締
結
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

埼
玉
県
杉
戸
警
察
署
に
協
力

教
職
員
対
象
の
研
修
会
を
実
施

警
察
航
空
機
臨
時
発
着

野
球
場
の
利
用
に
合
意

天
満
宮
奉
納

少
年
・
少
女
剣
道
大
会

栃
木
市
の
小
学
生
親
子
が

も
の
づ
く
り
体
験

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ク
エ
ス
ト

み
ら
い
甲
子
園
」に
協
賛

パ
ワ
ハ
ラ・セ
ク
ハ
ラ
を

未
然
に
防
ぐ
に
は

笑
い
の
効
果
で

心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

本
学
は
埼
玉
県
杉
戸
警
察

署
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
埼

玉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
野
球
場
を

竹内学長（右）と奥冨署長

少年・少女の剣士が熱戦を繰り広げた

学生の指導を受けながらロボットを製作本学から企業賞「日本工業大学賞」を授与（昨年）

講師の北氏

講師の三遊亭楽春氏

　

９
月
24
日
、
教
職
員
向
け

の
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
正
し

い
認
識
を
持
っ
た
う
え
で
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
停
滞

を
解
消
し
て
職
場
環
境
を
改

善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

講
師
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
専
属
講

師
を
務
め
る
北
敏
枝
氏
を
招

き
「
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ

ク
ハ
ラ
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

北
氏
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

定
義
と
種
類
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
及
ぼ
す
影
響
や
防
止
の

重
要
性
、
人
に
よ
る
感
じ
方

　

10
月
31
日
、
講
師
に
落
語

家
の
三
遊
亭
楽
春
氏
を
招
き

「
笑
い
の
効
果
で
心
と
体
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～
笑
い
で
楽

し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
題
し
た
講
演
が
開
催

さ
れ
た
。
楽
春
氏
は
１
９
８

５
年
に
五
代
目
三
遊
亭
円
楽

に
入
門
し
、
40
年
以
上
の
芸

歴
を
持
つ
。
一
方
で
メ
ン
タ

ル
心
理
、
福
祉
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
30
種
以
上
の
資

格
を
取
得
し
、
こ
れ
ま
で
全

国
で
１
０
０
０
件
以
上
の
講

演
実
績
が
あ
る
。

　

今
回
の
講
演
は
学
校
運
営

や
教
育
現
場
な
ど
の
場
面
に

お
け
る
、
学
生
や
保
護
者
、

同
僚
に
対
す
る
教
職
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上

を
目
的
と
し
て
い
る
。

に
違
い
が
あ
る
こ
と
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
な
が
る

人
と
の
接
し
方
の
ヒ
ン
ト
に

つ
い
て
説
明
。
職
場
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
予
防
の
た
め
に

「
自
分
も
相
手
も
尊
重
し
な

が
ら
、
自
分
の
意
見
や
考
え

を
率
直
に
表
現
す
る
こ
と
を

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
、
こ

の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に

大
切
だ
」と
締
め
く
く
っ
た
。

　

講
演
前
半
は
自
身
が
円
楽

師
匠
に
入
門
し
た
際
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
話
し
な
が
ら
、
人

と
接
す
る
際
の
心
構
え
な
ど

に
つ
い
て
、
笑
い
を
交
え
な

が
ら
説
明
。
後
半
は
落
語
に

よ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
目

的
に
短
い
小
噺
、
滑
稽
噺
と

し
て
有
名
な
「
青
菜
」
が
披

露
さ
れ
た
。
本
格
的
な
落
語

を
初
め
て
体
験
し
た
教
職
員

も
多
く
、
会
場
は
終
始
笑
い

に
溢
れ
て
い
た
。

　

本
年
度
の
後
援
会
特
別
事

業
と
し
て
７
月
、
体
育
館
の

ア
リ
ー
ナ
部
分
に
対
流
式
冷

暖
房
装
置
を
10
台
、
ス
テ
ー

ジ
下
お
よ
び
２
階
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
に
壁
掛
型
エ
ア

コ
ン
を
10
台
設
置
し
た
。

　

体
育
館
は
授
業
や
サ
ー
ク

ル
活
動
の
ほ
か
、
入
学
式
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
災
害

時
避
難
場
所
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
お
り
、
近
年
は
特
に

熱
中
症
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。運
用
か
ら
半
年
経
ち
、

学
生
か
ら
は
「
猛
暑
日
の
日

中
で
も
快
適
に
練
習
が
で

き
、
体
調
管
理
も
楽
に
な
っ

た
」
と
大
変
好
評
で
あ
る
。

　10月28日、第19回ビジネスプランコン
テストが学友会館ホールにおいて開催さ
れ、全90件の中からファイナリストに選
ばれた９名がプレゼンテーションを行っ
た。グランプリとなる学長賞にデータサ
イエンス学科３年のスン・ゼン・ドンさん、
観客からの投票結果で決定するオーディ
エンス賞に同学科３年の西司さんが選ば

　12月4日から3日間、東京ビッ
グ サ イ ト で 開 催 さ れ たSDGs 
Week-EXPO2024（エコプロ：
来場約6万人）に本学から３団体
が出展。学生環境推進委員会は年
間活動実績のパネル展示、ロボ
ティクス学科滝田研究室は3Dプ

リンタ作製ミニロボ型キャラク
ターを紹介。SDGs for Engineers
ブースでは学生、伴教授、内田教
授が食品廃棄物からの有機物資
源化の研究成果をPRした。連日、
小中学生をはじめ多くの人が両
ブースを訪れた。

れた。
　受賞に当たりスンさんは「発表は緊張
したが、ビジネスプランの魅力を伝える
ことが出来てとても嬉しい」、西さんは

「面接やプレゼン練習のアプリのプランで
あり、プレゼンにもハードルを上げて挑
戦したが、皆様の評価を頂いて嬉しい」
とコメントした。

学長賞はマレーシア向け結婚情報サービスのプラン

賞 氏名（代表） プラン名
学長賞 スン・ゼン・ ドン マレーシア向け結婚情報サービス「WedPro」

NITEC埼玉産学交流会賞 矢野　葵 竹細工ルームランプクラフトキット

川口信用金庫賞 西　司 オンライン面接支援アプリ

宮代町長賞 松長　大翔 AIによるファッションサブスクリプションサービス
「AutoMade」

杉戸町長賞 池田　平良 建築学生の砂場 好きな場所で好きなことを

イノベーション・起業教育セン
ター長賞 井上　佳音 部屋も心も整える助け合いサービス

審査員特別賞 川𥔎　広大 IoTを活用した店舗型トレーラーハウス

優秀賞 久米田　龍聖 旅の道草ボランティア

優秀賞 木内　空妃 痴漢を周囲の人に知らせることができるアプリ
観覧者による投票結果で決定する『オーディエンス賞』には、西  司さんの『オンライン面接支援アプリ』が選ばれました。

ビジネスプランコンテスト

国内最大級の環境展示会
エコプロ2024に3団体が出展

学長賞のスン・ゼン・ドンさん（左）

学生環境推進委員会・滝田研究室 SDGs for Engineers

スン・ゼン・ドンさんのプレゼンテーション セミファイナリストのポスター展示



　

町
の
建
物
や
人
物
、
取

り
組
み
な
ど
、
宮
代
町
の

魅
力
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ

た
「
み
や
し
ろ
缶
バ
ッ

ジ
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

ゆ
る
～
い
イ
ラ
ス
ト
が
人

気
で
ど
の
シ
リ
ー
ズ
も
大

好
評
で
す
。
ま
だ
知
ら
な

い
町
の
魅
力
に
出
会
え
る

か
も
？
ぜ
ひ
缶
バ
ッ
ジ
を

服
や
カ
バ
ン
に
つ
け
て
、

宮
代
町
の
魅
力
を
一
緒
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
！

■
設
置
場
所

無
印
良
品
東
武
動
物
公
園

駅
前　

ま
ち
の
案
内
所

■
費
用

１
回
１
０
０
円

令和7年1月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第251号（4）

宮
代
町
の
魅
力
を

身
に
つ
け
よ
う
！

み
や
し
ろ
缶
バ
ッ
ジ

宮代町
だより

251号

（
荒
川
研
究
室
）
の
井
出
達

樹
さ
ん
（
静
岡
県
工
業
技
術

研
究
所
富
士
工
業
技
術

支
援
セ
ン
タ
ー
所
属
）

が
９
月
５
日
、
電
気
学

会
電
子
・
情
報
・
シ
ス

テ
ム
部
門
大
会
に
お
い

て
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。
受
賞
研
究
名
は

「
深
層
学
習
を
用
い
た
牛
の

分
娩
検
知
技
術
の
開
発
」。

　

乳
牛
の
足
元
に
設
置
し
た

セ
ン
サ
シ
ー
ト
か
ら
動
作
に

関
す
る
波
形
デ
ー
タ
を
収

集
・
解
析
し
、
非
拘
束
状
態

で
分
娩
時
の
特
徴
的
な
動
作

で
あ
る
「
い
き
み
」
を
自
動

検
出
す
る
技
術
を
開
発
。
波

形
解
析
に
は
深
層
学
習
を
活

用
し
、
高
精
度
で
牛
の
分
娩

を
検
知
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。

19
日
か
ら
８
日
間
、
山
口
大

学
工
学
部
で
開
催
さ
れ
、
情

報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
３

年
の
横
山
太
一
さ
ん
、

同
科
４
年（
呉
本
研
究

室
）
の
早
見
め
ぐ
る
さ

ん
、
電
子
情
報
メ
デ
ィ

ア
専
攻
博
士
前
期
課
程

１
年
（
同
研
究
室
）
の

李
浩
田
さ
ん
が
参
加
し

た
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ

最
高
賞
、
銅
賞
、
金
賞

を
受
賞
し
た
。

究
は
「
電
力
の
パ
ケ
ッ
ト
変

換
を
用
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ

ン
グ
手
法
の
提
案
」。
電
力

　

Ｓ
Ｐ
！
Ｅ
Ｄ
は
モ
ノ
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
や
国
際
共
同

開
発
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
技
術
力

な
ど
の
能
力
を
伸
ば
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
を
目
的
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

日
中
韓
３
か
国
か
ら
１
１
５

名
の
学
生
が
参
加
し
、
各

チ
ー
ム
に
３
か
国
の
学
生
が

最
低
１
名
含
ま
れ
る
と
い
う

条
件
の
も
と
19
チ
ー
ム
が
編

成
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
今

回
初
め
て
３
名
の
学
生
が
参

加
し
、
全
員
の
チ
ー
ム
が
受

賞
し
た
。

伝
送
を
パ
ケ
ッ
ト
に
換
算
し

通
信
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
と
し
て
制

御
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
通

信
技
術
を
応
用
で
き
る
点
が

評
価
さ
れ
た
。

　

遠
藤
啓
太
さ
ん
の
受
賞
研

究
は
「
農
学
的
ナ
シ
開
花
モ

デ
ル
と
連
携
し
た
機
械

学
習
に
よ
る
最
適
な
ナ

シ
花
粉
採
取
時
期
推
定

手
法
」。
ナ
シ
花
粉
量

を
予
測
す
る
手
法
を
工

学
的
技
術
と
農
学
的
技

術
を
融
合
さ
せ
て
提
案

し
た
点
が
評
価
さ
れ

た
。

人
事
異
動

【
任
用
】（
１
月
１
日
付
）

◆
庄
司
尚
貴
事
務
職
員
（
総
務
課
）

◆
網
中
悠
斗
事
務
職
員
（
財
務
課
）

【
任
命
】（
11
月
１
日
付
）

◆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
起
業
教
育

セ
ン
タ
ー
長　

筒
井
研
多
教
授

【
配
置
換
】（
１
月
１
日
付
）

◆
浅
野
早
百
合
学
生
支
援
課
専
任

嘱
託
職
員
→
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー

に
異
動

【
退
職
】（
12
月
31
日
）

◆
今
滝
耕
作
事
務
職
員
（
総
合
企

画
室
）

国
外
出
張

◆
劉
雯
准
教
授
（
共
通
教
育
学
群
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
10
／
９
～
10

／
15
）
／
目
的
＝
２
０
２
５
年
度

協
定
機
関
・
業
務
委
任
機
関
に
お

け
る
外
国
人
留
学
生
入
試
実
施

◆
浦
川
禎
之
教
授
（
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
11
／
２
～
11
／
８
）
／
目
的
＝

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
（
米
国
電
気
電
子
学

会
産
業
電
子
部
門
年
次
大
会
）
２

０
２
４
で
研
究
発
表

叙
勲

　

本
学
名
誉
教
授
で
あ
る
伊
藤
庸

一
先
生
が
、
令
和
６
年
秋
の
叙
勲

に
お
い
て
瑞
宝
小
綬
章
受
章
の
栄

に
浴
さ
れ
た
。
こ
の
受
章
は
、
先

生
の
長
年
の
功
績
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
先
生
の
み
な
ら
ず
本
学
に

と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
も
の
で

あ
る
。

　

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ

Ｐ
！
Ｅ
Ｄ
２
０
２
４
が
８
月

　

８
月
30
日
、
電
子
情
報
通

信
学
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ク
オ
リ
テ
ィ
学
生
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
て
、
電
子
情
報

メ
デ
ィ
ア
工
学
専
攻
博
士
前

期
課
程
２
年（
平
栗
研
究
室
）

の
髙
橋
優
真
さ
ん
が
最
優
秀

ポ
ス
タ
ー
賞
、
同
専
攻
博
士

後
期
課
程
１
年
（
同
研
究

室
）
の
遠
藤
啓
太
さ
ん
が
優

秀
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

　

髙
橋
優
真
さ
ん
の
受
賞
研

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

の
荒
川
俊
也
教
授
が
９
月
16

日
、
第
２
回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

　

環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専

攻
１
年
（
新
倉
研
究
室
）
の

中
路
千
咲
さ
ん
が
８
月
27

日
、
高
分
子
学
会
関
東
支
部

講
演
会
に
て
優
秀
ポ
ス
タ
ー

発
表
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞

論
文
は
「
ア
ザ
ク
ラ
ウ
ン

エ
ー
テ
ル-
タ
ン
ニ
ン
酸
複

合
体
へ
の
薬
物
内
包
に
及
ぼ

す
２
価
イ
オ
ン
の
効
果
」。

　

薬
剤
輸
送
の
た
め
の
粒
子

を
簡
便
に
作
る
こ
と
に
成
功

し
、
そ
こ
に
従
来

と
は
違
い
、
低
分

子
と
植
物
由
来
の

天
然
材
料
を
用
い

た
点
、
ポ
ス
タ
ー

で
簡
明
に
説
明
し

た
点
が
評
価
さ
れ

た
。

　

科
学
技
術
振
興
機
構
の
国

際
交
流
事
業
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活

用
し
て
、
昨
年
９
月
４
日
か

ら
約
１
週
間
に
わ
た
り
、
イ

ン
ド
共
和
国
タ
ミ
ル
・
ナ
ー

　

９
月
３
日
、
非
線
形
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
夏
の
大
会
に
お

い
て
、
電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
専
攻
、
電
気
電
子
通
信

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
１
年

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｓ
Ｐ
！
Ｅ
Ｄ
２
０
２
４
で
受
賞

電
子
情
報
通
信
学
会

最
優
秀
・
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
フ
会
議

優
秀
発
表
賞

高
分
子
学
会

優
秀
ポ
ス
タ
ー
発
表
賞

非
線
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

各
賞
を
受
賞

電
気
学
会

奨
励
賞

（左より）李さん、早見さん、横山さん

（左より）髙橋さん、遠藤さん

（左より）小竹さん、仲野さん、稲葉さん、仲島さん 工
学
科
の
学
生
が
各
賞
を
受

賞
し
た
。

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年

（
木
村
研
究
室
）の
稲
葉

賢
駿
さ
ん
は
「
次
世
代

道
路
網
に
対
す
る
広
範

囲
の
混
雑
情
報
を
用
い

た
経
路
制
御
手
法
の
性

能
評
価
」
の
研
究
、
電

気
電
子
通
信
工
学
科
４

年
（
同
研
究
室
）
の
仲

野
壮
さ
ん
は
「
時
間
枠

制
約
付
き
配
送
計
画
問

題
に
対
す
る
学
習
則
を

加
え
た
カ
オ
ス
探
索
法
の
性

能
調
査
」
の
研
究
で
最
優
秀

発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

　

ま
た
、
電
子
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

２
年
（
同
研
究
室
）
の
仲
島

和
真
さ
ん
は
「
ド
ロ
ー
ン
を

用
い
た
配
送
計
画
問
題
に
対

す
る
カ
オ
ス
探
索
法
の
サ
ロ

ゲ
ー
ト
法
を
用
い
た
性
能
解

析
」
の
研
究
で
、
同
専
攻
博

士
前
期
課
程
１
年
（
同
研
究

室
）
小
竹
望
未
さ
ん
は
「
時

間
枠
制
約
付
き
配
送
計
画
問

題
に
対
す
る
Ｓ
ｉ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ

ｔ
ｅ
ｄ 

Ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ

を
用
い
た
適
応
的
蟻
コ
ロ

ニ
ー
最
適
化
法
」の
研
究
で

優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

ス
・
オ
ブ
・
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

フ
に
て
「
津
波
避
難
時
に
ど

う
す
れ
ば
避
難
者
は
車
を
乗

り
捨
て
る
か
？
」
を
発
表

し
、
優
秀
発
表
賞
を
受
賞

し
た
。

　

防
災
・
減
災
研
究
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
技
術
が
有
用

で
あ
る
こ
と
を
訴
求
し
た

と
共
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

技
術
を
活
用
し
た
研
究
事
例

と
し
て
、
車
避
難
と
乗
り
捨

て
を
体
験
で
き
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
を
活
用
し
た
実
験
に

よ
り
、
津
波
避
難
時
の
車
両

乗
り
捨
て
行
動
に
影
響
を
与

え
る
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
荒
川
教
授
は

「
防
災
・
減
災
に
関
し
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
技
術
の
有
用
性

を
訴
求
で
き
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
今
ま
で
に
な
い
知
見

が
獲
得
で
き
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
述
べ
た
。

ド
ゥ
州
カ
ル
ー
ル
県
に
あ
る

ス
リ
・
サ
ン
カ
ラ
・
ヴ
ィ
デ
ィ

ヤ
ラ
ヤ
高
校
と
バ
ラ
二
ヴ
ィ

デ
ィ
ヤ
ラ
ヤ
高
校
か
ら
生
徒

７
名
、
引
率
者
１
名
の
計
８

名
が
来
日
し
た
。
滞
在
期
間

中
、
埼
玉
キ
ャ
ン
パ

ス
の
施
設
見
学
を
は

じ
め
、
学
内
で
は
機

械
工
学
科
、
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
学
科
に
て

実
工
学
の
講
義
や
実

習
を
体
験
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ト

リ
ッ
プ
で
は
Ｊ
Ｒ
在

来
線
、
ゆ
り
か
も

め
、
新
幹
線
な
ど
を

使
い
日
本
科
学
未
来
館
、
日

本
工
業
大
学
駒
場
中
学
校
・

高
等
学
校
を
往
訪
し
た
。
和

楽
器
演
奏
会
の
鑑
賞
も
経
験

し
、
日
本
の
科
学
技
術
や
伝

統
文
化
を
目
の
当
た
り
に
し

た
イ
ン
ド
の
高
校
生
が
積
極

的
に
日
本
語
を
使
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

10
月
27
日
、
12
月
15
日
に

学
力
試
験
入
試
（
総
合
型
選

抜
（
基
礎
学
力
型
）・
一
般

選
抜
）
受
験
生
を
対
象
と
し

た
入
試
対
策
講
座
を
開
講
し

た
。
試
験
科
目
の
数
学
、
理

科
（
物
理
・
化
学
）、
国
語
、

英
語
に
つ
い
て
担
当
教
員
が

出
題
傾
向
や
対
策
を
説
明
。

希
望
者
に
は
学
生
に
よ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
個
別

相
談
、
保
護
者
向
け
説
明

会
、
在
学
生
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も

実
施
し
た
。

講義を受けるインドの生徒たち

受
験
生
向
け

入
試
対
策
講
座

入試情報

brilliant student賞を受賞したフォーミュラ工房（左）と宍戸さん

（左）読書チャレンジ優秀賞：（左より）今井さん、柴田さん、川島さん
（右）同佳作：（左より）関口さん、坂本さん、大瀧さん、新井さん

　10月4日、学生の課外活動や社会貢献の実績を称える
brilliant student賞の表彰式が行われた。今年は競技会で
総合６位のフォーミュラ工房、全日本理工科学生柔道優
勝大会部門２位の宍戸航太郎さんが受賞した。
　続いて、読書チャレンジの表彰式が行われた。LCセン
ター（図書館）主催の感想文コンテストで、学生の問題
意識や想像力の育成を目指す。今回の指定書籍はSF作家
星新一氏の短編小説で、自選の関連書籍と併せた感想文
を募集し、優秀賞と佳作を選出した。

brilliant student賞／読書チャレンジ

◆
呉
本
尭
教
授
（
情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
11

／
13
～
11
／
16
）
／
目
的
＝
第
４

回
神
経
科
学
お
よ
び
精
神
医
学
国

際
会
議
で
研
究
発
表

◆
二
ノ
宮
進
一
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
ロ
ベ
ニ
ア

（
11
／
16
～
11
／
22
）
／
目
的
＝

国
際
砥
粒
加
工
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講

演
お
よ
び
国
際
砥
粒
委
員
会
出
席

◆
生
駒
哲
一
教
授
（
電
気
電
子
通

信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ

ム
（
11
／
25
～
11
／
29
）
／
目
的

＝
制
御
、
自
動
化
、
情
報
科
学
に

関
す
る
国
際
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｉ

Ｓ
）
２
０
２
４
で
研
究
発
表

◆
佐
藤
進
也
教
授
（
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

タ
ー
ル
（
11
／
30
～
12
／
７
）
／

目
的
＝
Ｗ
ｅ
ｂ
情
報
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
国
際
会
議
（
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
２

０
２
４
）
で
研
究
発
表

◆
木
村
貴
幸
教
授
（
電
気
電
子
通

信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ

ム（
12
／
１
～
12
／
７
）／
目
的
＝

２
０
２
４
年
非
線
形
理
論
と
そ
の

応
用
に
関
す
る
国
際
会
議
で
研
究

発
表

◆
進
藤
卓
也
助
教
（
電
気
電
子
通

信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ

ム
（
12
／
２
～
12
／
７
）
／
目
的

＝
同
前

◆
松
浦
隆
文
准
教
授
（
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ

ト
ナ
ム
（
12
／
１
～
12
／
７
）
／

目
的
＝
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ａ
‐
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｎ

Ｉ
Ｋ
Ａ
Ａ
２
０
２
４
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
参
加
、
２
０
２
４
年
非
線

形
理
論
と
そ
の
応
用
に
関
す
る
国

際
会
議
で
研
究
発
表

詳細は
こちら

イ
ン
ド
の
高
校
生
が

実
工
学
と
日
本
文
化
を
体
験

※ いずれも左端は
中野教授


